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３０ 公園 

（１）取り組み状況 

平成２９年計画策定時の課題・方針 これまでの取り組み状況 

【課題】 

土地区画整理事業等により区に移管さ

れる公園が多く、公園維持管理費は増加傾

向にある。 

【方針】 

パークイノベーションの推進等、公園施

設の適正配置を進めるとともに、包括的民

間委託や指定管理者による運営・管理の拡

大を検討し、効率的かつ効果的な維持管理

を進める。 

今後も土地区画整理事業等により移管さ

れるため、増加していく見込みであり、引き

続き、包括的民間委託などによる管理手法

を検討した。 

また、既存公園の改修費を平準化させる

ため、パークイノベーションの考え方に基

づき、区内約５００か所ある公園や児童遊

園等を、年間１０か所程度（５０年サイク

ル）の改修や公園施設の適正配置を進めて

きた。 

平成２５年に事業開始し、平成２６年か

ら令和５年までに、６９園の整備を行った。 

 

（２）今後の取り組み方針 

安全・安心の公園施設を区民に提供するために、適切に点検・診断等を実施し、損傷

や劣化状況に応じた計画的な補修・改修を行っていくとともに、計画的な予防保全によ

って施設を長寿命化させることにより、ライフサイクルコストの縮減を図っていく。 

また、災害時における公園施設の役割を想定しながら補修・更新を行い、機能確保に

取り組む。 
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第三部 計画の進行管理による公共施設マネジメントの推進 

第三部では、第二部で整理した実行可能な取り組みを推進するための「計画推進の基本

的な考え方」、「計画の進行管理を推進する体制の強化と仕組みづくり」、「進行管理のため

の指標の設定」を記載します。 

第１０章 計画推進の基本的な考え方 

１ 実行可能な取り組みを支える土台  

いつまでも「安全・安心」の公共施設と行政サービスを提供し続けることができるよ

う、全庁的な体制を整え、公共施設マネジメントを確実に進めます。 

 
 
 
 
 

２ 土台となる４つの方針  

 ＜組織づくり＞計画を管理する組織の充実と全庁的な推進体制づくり 

（１）全庁的に公共施設マネジメント48を推進する体制の整備に取り組みます。 

（２）総合管理計画49の進行管理を推進する組織体制の充実を図ります。 

 

 ＜仕組みづくり＞ＰＤＣＡサイクルによる進行管理の仕組みづくり 

 （１）明確な指標を設定し、ＰＤＣＡサイクルによる総合管理計画の進行管理を徹底し

ます。 

 （２）個別施設計画の進行管理の推進及び施設更新計画の作成により、財政状況との整

合性を図ります。 

 （３）公共施設等にかかるコストの削減を全庁的に検討する仕組みを作ります。 
 

 ＜情報発信＞情報の一元化と区民等への意識啓発を目的とした情報発信の推進 

 （１）公共施設等に関する情報の収集に取り組みます。 

 （２）一元化した情報を分析し、わかりやすく取りまとめます。 

 （３）取りまとめた公共施設に関する情報を発信します。 
 

 ＜人づくり＞区の資産を効果的に活用する組織体制と人材育成の推進 

 （１）官民連携手法の導入を推進するための環境整備に努めます。 

 （２）区有地の民間への貸付、売却など、財源の確保を図ります。 

 （３）職員の意識改革と、ノウハウ・技術力の継承に取り組みます。 
                             
48 公共施設マネジメント：区では「安全・安心の行政サービスを将来にわたって提供するための取り組み」と定義している（再掲）。 
49 総合管理計画    ：公共施設マネジメントを推進していくための計画。 

＜土台＞ 計画を実現し、継続できる体制の確立 
～将来の課題を見据えながら、計画の進行管理を徹底する～ 
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 図３－１ 実行可能な仕組みを支える土台のイメージ 
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方針２：将来の財政状況を見据えた効率的な施設管理 

方針３：区の財産や民間活力を活用した財源の確保 

 人口減少や少子・超高齢社会の進行を見据えた

安定した行政サービスの提供 
方針１： 

～計画を実現し、継続できる体制の確立～ 
３つの柱の土台となる４つの方針 

  仕組みづくり   組織づくり   情報発信   人づくり 

 ＜目指す将来像＞ 
いつまでも「安全・安心」の公共施設と

行政サービスを提供し続ける 
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